
まちづくりワークショッ

             

地域の資源（地域の良い

■自然 

・水がきれいでおいしい 

・ほたるがいる 

・昔ながらののどかな風景

・山、川があり自然に恵ま

・石垣用水 

・清浄ヶ池 

■住みよいまち 

・県都に近い 

・買い物に行くのが町に近

・静かである 

・北へ南へ移動に最適 

・車の通行量も朝を除き少

■農業 

・お米がおいしい 

・田んぼが多い 

■歴史 

・（新居見遺跡）古墳 

・高瀬船（勝浦町横瀬～佐

■コミュニティ 

・良い人柄の人が多い 
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いところ、自慢できることなど） 地
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参加者どうしの意見交換）

2012.7.18 開催 会場：児安公民館

ワークショップの様

ワークショップの主な意見・

地域の課題（地域の良くないところ、改善

■通学路、道路 

・県道小松島佐那河内線の交通対策 

・道が狭い、歩道なし、子どもが通学し

・ダンプが走りすぐに穴があく 

・４ｍ道路（市道）、対面交通、簡易舗装

■水路整備 

・川に草が多く生えて水の流れが悪い

・石垣破壊、修復がそれぞれ 

・下水がない 

・雨水排水対策 

■河川整備 

・防災関係で西原堰の老朽化 

・河川道路の整備が不足 

・勝浦川の強化、防災対策 

・昔のままの箇所があり危険 

■少子化 

・子どもが少なくなった 

・子どもの遊ぶ場所がない 

■交通機関 

・公共交通不便 

■商店 

・店が無く不便 

■コミュニティ 

・疎遠、人づきあいが難しくなった 

写真：②（グループワークシ

館 参加者数：２７名 班数：３班

様子 

・アイデア 

善したいところなど） 地域の将

していて危険 

装、未舗装 

■地域住民が安

・ホタルのい

・ランニング

・防犯活動に

・自然公園が

・子どもが多

・子どもが安

・防災堤防の

■道路 

・県道小松島

・地域住民が

■農業振興 

・ほ場整備

・農業の発展

■地域の憩いの

・水を活かし

・焼却炉を利

■大都会との交

・都市との交

■ＩＴ 

・企業の立地

■日本一のまち

・日本一のも

 

シート） 

班 

将来像（こんなふうになったらいいなあ）

安心できるまちづくり 

いる静かなまちでいてほしい 

グ、ウォーキングコースがほしい 

に力を入れる 

があるまち 

多いまち 

安心して住めるまち 

の補強で安全なまち 

島佐那河内線の整備 

が安心できる道路づくり 

展とか特産品開発 

の場 

した公園をつくる 

利用し、温泉をつくる 

交流 

交流 

地、ＩＴ企業 

ちづくり 

ものをつくってほしい 

写真：③（参加者による意見発表） 
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